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平成 26年 10月 1日 

初秋を彩るりんご「すわっこ」現地検討会開催される！ 

 

去
る
９
月
８
日
（
月
）
に
、
り
ん
ご
・
も
も
部
会
生
産
指
導

部
主
催
で
、
り
ん
ご
中
生
種
「
す
わ
っ
こ
」
の
現
地
検
討
会
約

５
０
名
の
参
加
者
の
下
長
丘
田
麦
地
区
で
開
催
さ
れ
た
。 

 

こ
の
「
す
わ
っ
こ
」
は
、
サ
ン
つ
が
る
の
収
穫
が
ひ
と
段
落

す
る
９
月
中
旬
頃
に
収
穫
が
始
ま
る
中
生
種
で
、
長
野
県
内
で

は
標
高
の
高
い
地
域
を
中
心
に
導
入
、
生
産
振
興
が
進
ん
で
い

る
。
こ
の
品
種
は
、
昨
今
顕
著
に
な
っ
て
い
る
晩
夏
～
初
秋
の

高
温
下
で
も
着
色
が
容
易
で
、
今
年
の
よ
う
に
お
盆
過
ぎ
か
ら

９
月
初
旬
に
か
け
て
夜
温
が
下
が
る
と
、
ア
ッ
と
言
う
間
に
濃

厚
な
赤
色
に
仕
上
が
る
特
徴
に
あ
る
。
下
諏
訪
町
の
花
岡
正
憲

氏
が
世
界
一
の
自
然
交
雑
実
生
か
ら
選
抜
育
成
し
た
品
種
で
、

濃
厚
な
赤
色
の
他
に
９
月
に
成
熟
す
る
品
種
で
は
あ
る
が
、
が

く
あ
部
付
近
に
蜜
が
入
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。（
下
写
真
参
照
） 

 

現
地
検
討
会
会
場
で
あ
る
、
田
麦
長
張

な
が
は
り

昭あ
き

雄お

氏
で
は
、
平
成

２
１
年
春
に
マ
ル
バ
付
き
苗
木
定
植
し
て
、
今
年
で
６
年
目
。

す
で
に
園
地
内
が
埋
ま
っ
て
お
り
、
６
年
目
と
は
思
え
な
い
着

果
量
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
早
期
の
生
産
性
の
良
さ
も
覗
え

た
。
ま
た
、
８
月
下
旬
か
ら
濃
厚
な
赤
色
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、

長
丘
バ
イ
パ
ス
通
り
に
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
道
行
く
人
の

目
を
く
ぎ
付
け
に
し
て
い
る
。
当
日
は
、
収
穫
直
後
の
果
実
の

試
食
も
行
い
、
蜜
入
り
や
独
特
の
食
味
・
芳
香
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
。
参
加
者
か
ら
導
入
の
経
過
を
問
わ
れ
た
長
張
氏

は
、
「
新
聞
等
で
情
報
を
得
て
、
す
わ
っ
こ
品
種
に
関
心
を
持

ち
直
観
で
導
入
を
決
め
た
。
」
と
答
え
た
。
ま
た
、「
着
色
が
良

好
な
だ
け
に
未
熟
果
の
収
穫
だ
け
は
行
わ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
い
る
」
と
も
語
っ
た
。
加
え
て
、
炭
そ
病
が
発
生
し
易
い

た
め
、
梅
雨
期
間
の
防
除
は
特
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

助
言
も
あ
っ
た
。 

 

～お知らせ～ 

話題の百年ふじ現地検討会の開催 

 日時：10月 20日（月） 

 集合場所・時間：午前 11時・午後 3時

ともに高社共選所前 

 会場：越 荻原安治氏園 

 内容：品種特性・試食検討・現地見学

他 

皆様のご参加をお待ちしております。 

期待の新品種は中生種戦国時代に割って入れるのか…？！ 

 

す
わ
っ
こ
導
入
に
関
心
を
持
つ
検
討
会
参
加
者
か
ら
は

様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
た
が
、
特
に
多
か
っ
た
の
は
、
蜜
入

り
や
収
穫
時
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

蜜
入
り
に
関
し
て
は
、
全
て
の
果
実
に
入
る
と
は
言
い
切

れ
な
い
も
の
の
、
９
月
上
中
旬
に
夜
温
が
下
が
り
、
気
温
の

日
較
差
が
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
蜜
入
り
は
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
収
穫
時
期
は
標
高
や
栽
培
地
の
排
水
性
等
で
差
が
出

る
が
、
着
色
が
良
い
か
ら
と
言
っ
て
、
あ
ま
り
に
も
早
い
時

期
に
収
穫
を
行
っ
て
し
ま
う
と
、
果
肉
内
に
多
く
の
渋
み
が

残
り
、
本
来
の
食
味
を
損
な
っ
て
し
ま
す
こ
と
が
あ
る
の

で
、
一
挙
総
収
穫
は
避
け
、
着
色
と
食
味
等
を
総
合
し
て
２

～
３
回
に
分
け
て
収
穫
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
加
え

て
、
天
敵
で
あ
る
炭
そ
病
対
策
は
、
主
に
梅
雨
後
半
か
ら
８

月
上
旬
頃
に
果
実
へ
感
染
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
梅
雨
後

半
の
キ
ャ
プ
タ
ン
剤
の
特
別
散
布
は
確
実
に
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
。 

  
部
会
長
の
畔
上
慶
一
氏
は
、
「
近
年
様
々
な
中
生
種
り
ん

ご
が
あ
り
、
ど
の
品
種
を
導
入
す
る
か
悩
む
と
こ
ろ
だ
が
、

生
産
性
や
栽
培
地
の
適
正
を
加
味
し
た
う
え
で
、
す
わ
っ
こ

を
試
験
的
に
導
入
し
て
み
て
欲
し
い
」
と
語
っ
た
。 

  

部
会
長
の
言
葉
通
り
、
県
内
外
で
温
暖
化
や
生
産
性
の
良

い
多
く
の
中
生
種
が
存
在
す
る
が
、
中
野
市
と
し
て
、
ど
の

品
種
が
適
合
す
る
か
は
、
今
回
検
討
し
た
す
わ
っ
こ
を
含
め

て
、
試
験
的
に
栽
培
を
行
っ
て
み
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
。
果
た
し
て
、
こ
の
す
わ
っ
こ
は
中
生
種
戦
国
時

代
に
割
っ
て
入
れ
る
の
か
を
今
後
注
目
し
た
い
。 

（
記
事
：
指
導
部
長
高
野
広
信
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

←写真：現地検討会 

 

写真中央は、多くの参

加者の前で導入の経

過や栽培上のポイン

トを語る長張昭雄氏。 

質問が多く、有意義な

検討になった。 

現地検討会場は長丘バイパス道路沿いにあ

り、９月初旬には濃厚な赤色に仕上がり、他

のりんごに比べても目立つ。 

平成 21年定植。今年で 6年目 着色は縞が不明瞭で濃赤色 果形は扁平型も多い 

り
ん
ご
・
も
も
部
会
新
聞 
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